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Ａ校 Ｂ校 Ｃ校 Ｄ校 Ｆ校 Ｇ校 計
回答数 394 51 42 59 91 163 800




１年生 96 51 27 22 51 134 381（54.2）
２年生 90 0 4 18 35 3 150（21.4）
３年生 78 0 2 6 0 0 86（12.3）
４年生 76 0 4 5 0 0 85（12.1）
自宅 211 47 26 28 39 104 455（64.8）






























































変数名 得点平均 食生活低群 食生活高群 検定
風邪でもないのに咳がでることがある 3.24（0.86） 3.23（0.83） 3.40（0.80）
仕事や勉強中に頭痛がよくある 2.93（0.91） 2.89（0.91） 3.12（0.90） *
仕事や勉強のあと体がだるい 2.42（0.88） 2.34（0.86） 2.57（0.90） *
特別な仕事をしないのに関節（肩や腰など）が痛む 3.14（0.97） 3.18（0.95） 3.22（0.99）
風邪をひきやすい 2.80（0.91） 2.80（0.98） 2.91（0.83）
風邪でもないのに鼻がつまったり鼻水がでる 2.67（1.12） 2.70（1.06） 2.87（1.14）
人と話をしていて会話が聞きとれないことがよくある 2.35（0.91） 2.23（0.88） 2.45（0.93）
少し歩いただけで動悸がする 3.23（0.82） 3.11（0.80） 3.45（0.75） **
新聞や雑誌を読むと目が疲れる 2.67（0.96） 2.55（0.97） 2.83（1.04） *
腹痛をおこすことがある 2.42（0.96） 2.33（0.92） 2.38（1.01）
ものをかむとき歯が痛くなる 3.36（0.76） 3.26（0.73） 3.39（0.80）
食事はいつもおいしく食べている（＊） 3.53（0.65） 3.21（0.78） 3.81（0.46） **
毎日ぐっすり眠れる（＊） 3.11（0.90） 2.76（0.98） 3.42（0.74） **
排便は気持ちよくできる（＊） 2.76（0.93） 2.45（1.00） 3.20（0.83） **
長時間の仕事や勉強に耐えるだけの体力がある（＊） 2.75（0.79） 2.68（0.80） 2.93（0.81） **
寝る時間や起きる時間は一定している（＊） 2.49（0.95） 2.10（0.96） 3.05（0.87） **
好き嫌いなくなんでも食べる（＊） 2.79（1.02） 2.30（1.02） 3.25（0.90） **
とっさの場合身体を動かせる 2.68（0.75） 2.55（0.46） 2.82（0.86） **
急激な体重の増減はない 3.26（0.93） 3.28（0.96） 3.32（1.00）
他人と比べて排尿回数が多い 2.99（0.94） 3.04（0.88） 2.96（0.98）




















変数名 得点平均 食生活低群 食生活高群 検定
自分の人生に希望や夢をもっている＊ 3.23（0.76） 3.94（0.79） 3.46（0.67） **
毎日の生活が充実していると感じる＊ 2.81（0.78） 2.55（0.75） 3.08（0.77） **
自分の生き方はそれなりに意味がある＊ 3.12（0.73） 2.98（0.79） 3.32（0.69） **
気分はいつもすっきりしている＊ 2.55（0.70） 2.35（0.69） 2.85（0.72） **
精神的なゆとりをもって生活している＊ 2.54（0.77） 2.34（0.75） 2.92（0.73） **
みじめでいきていくはりがない 3.43（0.68） 3.30（0.76） 3.59（0.56） **
生き甲斐がないとおもうことがある 3.03（0.86） 2.95（0.83） 3.62（0.77） **
不運や困難に立ち向かう自信がある＊ 2.62（0.78） 2.40（0.74） 2.81（0.85） **
対人関係でおどおどする 2.68（0.88） 2.34（0.92） 2.87（0.90） **
ちよっとしたことをいつまでも気にする 2.18（0.93） 2.04（0.94） 2.62（1.01） **
人にひけめを感じる 2.65（0.90） 2.52（0.89） 2.77（0.91） **
緊張しやすいほうである 1.77（0.82） 1.74（0.86） 1.80（0.79）
ものごとにサッととりかかれない 2.22（0.87） 2.02（0.86） 2.34（0.92） **
仕事や勉強がはかどらずに困る 2.18（0.79） 2.00（0.77） 2.31（0.79） **
いつもイライラしている 3.53（0.80） 2.93（0.81） 3.23（0.84） **





































変数名 因子№1 因子№2 推定値
身体的
愁訴
風邪でもないのに咳がでることがある 0.571 -0.052 0.3037
仕事や勉強中に頭痛がよくある 0.559 0.157 0.4124
仕事や勉強のあと体がだるい 0.530 0.061 0.3116
特別な仕事をしないのに関節（肩や腰など）が痛む 0.528 0.028 0.2922
風邪をひきやすい 0.516 -0.031 0.2537
風邪でもないのに鼻がつまったり鼻水がでる 0.457 -0.062 0.1890
人と話をしていて会話が聞きとれないことがよくある 0.453 -0.139 0.1710
少し歩いただけで動悸がする 0.451 0.187 0.3107
新聞や雑誌を読むと目が疲れる 0.447 -0.094 0.1729
腹痛をおこすことがある 0.348 0.087 0.1542




食事はいつもおいしく食べている (R) -0.098 0.622 0.3451
毎日ぐっすり眠れる (R) 0.014 0.514 0.2711
排便は気持ちよくできる（R） -0.061 0.377 0.1264
長時間の仕事や勉強に耐えるだけの体力がある（R） 0.161 0.360 0.2050
寝る時間や起きる時間は一定している（R） -0.022 0.358 0.1218
好き嫌いなく何でも食べる（R） -0.009 0.347 0.1177
クロンバックα 0.7608 0.553
 寄与率 17.48% 5.29%
相関係数 因子 No.1 1.000









自分の人生に希望や夢をもっている (R） 0.780 -0.192 0.5102
毎日の生活が充実していると感じる (R) 0.765 -0.098 0.5265
自分の生き方はそれなりに意味がある (R） 0.611 -0.039 0.3534
気分はいつもすっきりしている (R） 0.492 0.123 0.3121
精神的なゆとりをもって生活している (R) 0.483 0.171 0.3378
みじめでいきていくはりがない 0.477 0.273 0.4198
生き甲斐がないとおもうことがある 0.461 0.254 0.3833





対人関係でおどおどする 0.019 0.665 0.4537
ちよっとしたことをいつまでも気にする -0.058 0.590 0.3206
人にひけめを感じる 0.110 0.528 0.3434
緊張しやすいほうである -0.072 0.499 0.2216
ものごとにサッととりかかれない 0.019 0.483 0.2423
仕事や勉強がはかどらずに困る 0.142 0.436 0.2663
クロンバックα 0.8169 0.7179
 寄与率 27.51% 7.87%
相関係数 因子 No.1 1.000

























自宅 57.03 ** 57.22 * 39.83 nd
ひとりぐらし 53.91 58.24 40.51
*：p ＜0.05、**：p ＜0.01、nd：有意差なし
４．まとめ
「食」は単に食欲を満たすという行動ではなく、食の行動を通して食文化、マナーやさま
ざまな知識・技術等の理解と実践にまで影響する問題を含む分野である。小林15）はかって
の食卓について、一家団欒の中で自然な形で人間関係を学び、態度や行為によってマナーや、
考え方、食文化を伝える場であったと述べている。また自己肯定性（セルフエスティーム）は、
家族と食事をする体験の多い方が少ない方よりも高いと述べている。さらに、孤食に比べ家
族との食事は、主菜、副菜の品数が多く、摂取する栄養バランスが増加するという栄養素補
給や栄養素バランスの面も効果が大きいと植田16）は指摘している。今回の調査においても、
単独の居住形態は、食生活と身体健全度において負の要因の１つであった。
大学生の調査において、食事や食生活に配慮している群は、配慮していない群よりも食生
活を改善したいという者が多い傾向があるとの報告がある17）。また、鈴木ら18）は、大学生に
おける健康行動理論を用いた栄養教育によっての「意識」の変化は「行動」の変化より大き
く、さらに行動変容する可能性があると述べている。
今回の調査の食生活が対象の身体・精神の両健康状態に影響した結果を踏まえ、自らの食
生活実態を把握させ、その欠点を自覚させ、食生活改善に向けた意識・意欲を喚起させるこ
とが、身体のみならず、精神の健康状態のためにも有益と考える。このための手法の１つと
して現在、調理技術の向上が食生活の自立をはかる有益な取り組みとして提示され始めてい
る。
要約
本報は、次報の「教職課程で学ぶ女子大学生の必要と考える食教育内容」のための基礎調
査である。対象の食生活健全度、身体健康度、精神健全度を調査した結果、以下のことが明
らかとなった。
１） 食生活状況調査の21項目すべての項目で、食生活健全度低中高群の３群間及び、低高群
の２群間に有意差が認められた（p<.01）。
２） 食生活健全度は身体項目の20項目中11項目と有意に関連した（p<.01か p<.05）。精神項
目では、15項目中14項目と有意に関連し（p<.01）、健全な食生活は健全な身体、精神状況
に影響を及ぼしていた。
３） 身体項目はプロマックス分析結果から『身体的愁訴因子』と『体調・体力・食欲因子』
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に分類された。食生活健全度は『身体的愁訴因子』の11項目中５項目のみ有意に関連し
（p<.01か p<.05）、『体調・体力・食欲因子』とは全６項目が有意に関連した（p<.01）。
４） 精神健全度はプロマックス分析結果から『生き甲斐・意欲因子』と『対人適応・生活意
欲因子』に分類された。『生き甲斐・意欲因子』は８項目すべてが（p<.01）、さらに『対
人適応・生活意欲因子』は１項目を除き５項目すべてが食生活健全度と有意に関連した
（p<.01）。
５） 居住形態と食生活健全度、あるいは身体的健全度との間には有意な差が認められた（順
に p<.01、p<.05）が、精神健全度との間には差が認められなかった。
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